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第
１

大
阪
市
の
現
状

大
阪
市
の
令
和
元
年
１０

月
の
６５
歳
以
上
の
推
計

人
口
は
７０
万
４
４
７
３

人
、
人
口
割
合
は
２５
・

７
％
で
、
６５
歳
〜
７４
歳

の
人
口
が
約
３３
万
人
、

７５
歳
以
上
の
人
口
が
約

３７
万
人
と
な
り
、
７５
歳

以
上
の
人
口
が
、
６５
歳

〜
７４
歳
の
人
口
を
上
回

っ
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

国
立
社
会
保
障
人
口

問
題
研
究
所
に
よ
る
大

阪
市
の
将
来
推
計
人
口

で
は
、
団
塊
の
世
代
が

７５
歳
以
上
と
な
る
令
和

７
年
に
は
、
６５
歳
以
上

人
口
が
７０
万
人
を
超

え
、
６５
歳
〜
７４
歳
の
人

口
が
約
２７
万
人
、
７５
歳

以
上
の
人
口
が
約
４３
万

人
に
な
り
、
こ
の
７５
歳

以
上
人
口
は
今
後
も
増

加
す
る
と
さ
れ
、
ま
た

団
塊
の
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

が
６５
歳
上
と
な
る
令
和

２２
年
に
は
、
６５
歳
以
上

高
齢
者
人
口
が
約
７９
万

人
、
う
ち
６５
歳
〜
７４
歳

の
人
口
が
３７
万
人
、
７５

歳
以
上
の
人
口
が
４２
万

人
に
な
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
大
阪
市
の
６５

歳
以
上
の
世
帯
の
特
徴

と
し
て
、
単
身
世
帯
の

割
合
が
高
く
、
平
成
２７

年
の
国
勢
調
査
で
は
、

６５
歳
以
上
を
含
む
世
帯

に
占
め
る
６５
歳
以
上
単

身
世
帯
の
割
合
が
４２
・

４
％
と
な
っ
て
お
り
、

全
国
平
均
の
２７
・
３
％

よ
り
も
大
幅
に
高
く
、

ま
た
、
政
令
指
定
都
市

（
平
均
３２
・
０
％
）
の

中
で
最
も
高
い
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。

第
２

大
阪
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画

大
阪
市
で
は
、
平
成

３０
年
３
月
に
「
大
阪
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画

（
２
０
１
８（
平
成
３０
）

年
度
〜
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
度
）
」
を
策
定

し
、
こ
の
計
画
に
基
づ

い
て
、
団
塊
世
代
が
７５

歳
以
上
と
な
る
令
和
７

年
の
社
会
を
見
据
え
た

医
療
・
介
護
・
介
護
予

防
・
住
ま
い
及
び
自
立

し
た
日
常
生
活
の
支
援

が
包
括
的
に
確
保
さ
れ

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
深
化
・
推

進
の
取
組
み
な
ど
の
高

齢
者
施
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

そ
の
中
で
次
の
５
つ

を
重
点
的
な
項
目
と
し

て
位
置
づ
け
、
様
々
な

取
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

�
「
高
齢
者
の
地
域
包

括
ケ
ア
の
推
進
体
制
の

充
実
」
で
は
、
疾
病
を

抱
え
、
医
療
と
介
護
の

両
方
が
必
要
と
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

在
宅
医
療
と
介
護
の
連

携
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
に

向
け
て
継
続
的
に
支
援

す
る
機
関
と
し
て
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
が
一
層
重
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
同
セ

ン
タ
ー
の
運
営
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
他
、
住
民
が

主
体
の
身
近
な
助
け
合

い
に
よ
り
孤
立
化
を
防

止
す
る
「
地
域
に
お
け

る
見
守
り
施
策
の
推

進
」や「
複
合
的
な
課
題

を
抱
え
た
人
へ
の
支
援

体
制
の
充
実
」
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

�
「
認
知
症
の
方
へ
の

支
援
と
高
齢
者
の
権
利

擁
護
施
策
の
推
進
」
で

は
、
平
成
３０
年
２
月
１３

日
に
「
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
の
視
点
の
重

視
」の
取
組
み
と
し
て
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
と
市
長
の
意
見
交
換

会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
市
長
に
よ
る
「
認

知
症
の
人
を
さ
さ
え
る

ま
ち
大
阪
宣
言
」
を
行

い
ま
し
た
。
本
計
画
に

お
い
て
も
、
宣
言
に
あ

る
認
知
症
の
人
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
や

立
場
の
人
が
協
力
し

て
、
認
知
症
の
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
虐
待

を
発
生
さ
せ
な
い
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
高

齢
者
虐
待
防
止
の
取
組

み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
権
利
擁
護
の
支
援

を
必
要
と
す
る
人
が
ま

す
ま
す
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
る
た
め
、
成
年

後
見
制
度
の
利
用
促
進

及
び
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

�「
介
護
予
防
の
充
実
、

市
民
に
よ
る
自
主
的
活

動
へ
の
支
援
」
で
は
、

高
齢
期
を
健
や
か
に
過

ご
す
た
め
に
は
、
介
護

予
防
と
生
活
習
慣
病
対

策
の
総
合
的
な
取
組
み

が
重
要
な
こ
と
か
ら
、

「
百
歳
体
操
」
等
の
介

護
予
防
に
効
果
の
あ
る

体
操
・
運
動
等
の
通
い

の
場
の
充
実
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
の
取
組
み

を
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
や
社
会
参
加

は
、
介
護
予
防
と
し
て

も
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
活
動
へ
の
参

加
支
援
、
自
ら
の
労
働

能
力
を
活
用
し
た
就
労

支
援
、「
老
人
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
支
援
等
を
通
じ

て
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
、
社

会
参
加
の
促
進
を
引
き

続
き
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

�
「
地
域
包
括
ケ
ア
の

推
進
に
向
け
た
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
」で
は
、地
域

包
括
ケ
ア
の
推
進
に
向

け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業

等
に
よ
る
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
、

重
度
の
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
日
常
生
活
が

で
き
る
よ
う
介
護
給
付

対
象
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
と
確
保
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�
「
高
齢
者
の
多
様
な

住
ま
い
方
の
支
援
」
で

は
、
高
齢
者
が
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
居
住
の
安
定
に
向

け
た
支
援
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
自
宅
で
の

生
活
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
の
施
設
等
へ
の
住

み
替
え
な
ど
、
高
齢
者

の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
多
様
な
住
ま
い
を

確
保
し
、
ま
た
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
全
・

安
心
に
暮
ら
す
た
め
の

住
環
境
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

大
阪
市
で
は
、
今
後

も
「
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
、
団

塊
の
世
代
が
７５
歳
以
上

と
な
る
令
和
７
年
に
向

け
、
更
に
は
そ
の
先
の

団
塊
の
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

が
６５
歳
以
上
と
な
る
令

和
２２
年
を
見
据
え
施
策

の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

第
３

最
後
に

老
人
ク
ラ
ブ
は
、「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の

実
現
を
め
ざ
す
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
組
織

で
あ
り
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
様
々
な
活

動
展
開
を
行
う
こ
と
に

よ
り
高
齢
者
同
士
の
交

流
を
通
じ
た
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
を
進
め

て
お
ら
れ
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
果
た
す
役
割
が
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
も
地
域
で
の
様
々
な

活
動
を
展
開
さ
れ
、
地

域
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
の
一
層
の
取
組
み

と
ご
活
躍
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

６５
歳
以
上
の
高
齢
者

が
総
人
口
に
占
め
る
割

合
が
２１
％
を
超
え
る
と

超
高
齢
社
会
と
呼
ば
れ

ま
す
が
、
令
和
元
年
の

総
務
省
推
計
に
よ
る
と

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
は

総
人
口
の
２８
・
４
％

で
、
３
、
５
８
８
万
人

に
達
し
て
い
ま
す
。
大

都
市
部
、
と
り
わ
け
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

高
齢
者
夫
婦
世
帯
の
割

合
が
高
い
大
阪
市
に
お

い
て
は
、
地
域
の
繋
が

り
が
希
薄
に
な
り
、
認

知
症
高
齢
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
な
ど
、
高

齢
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
、
高
齢
者
が
お

互
い
を
支
え
合
い
励
ま

し
合
い
な
が
ら
豊
か
で

活
力
の
あ
る
長
寿
社
会

を
築
い
て
い
く
た
め
に

は
、
高
齢
者
自
ら
が
問

題
意
識
を
高
め
、
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
に

努
め
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た

知
識
や
経
験
を
生
か

し
、
積
極
的
に
地
域
社

会
の
中
で
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
極
め
て
大
切

で
す
。
長
寿
社
会
を
支

え
る
力
と
し
て
、
私
た

ち
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割

は
と
て
も
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
老

人
ク
ラ
ブ
が
地
域
の
高

齢
者
を
代
表
す
る
組
織

と
し
て
地
域
社
会
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
な
る
よ
う
努
め
、
誇

り
を
も
っ
て
友
愛
活
動

や
奉
仕
活
動
を
地
域
づ

く
り
の
視
点
か
ら
一
層

の
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
全
国

的
な
傾
向
で
も
あ
る
会

員
の
減
少
、
指
導
者
の

不
足
、
財
源
不
足
な
ど

の
課
題
を
抱
え
、
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
組

織
の
基
盤
強
化
を
期
す

る
こ
と
が
最
も
重
要
で

あ
り
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
提
唱
し
た

「
１
０
０
万
人
会
員
増

強
運
動
」に
呼
応
し
て
、

大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
お
い
て
も
平
成

２６
年
度
か
ら
会
員
増
強

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
会
員
の
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
が
継
続
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
に
加
え
、
老
人
ク

ラ
ブ
創
設
の
原
点
に
立

ち
返
り
老
人
ク
ラ
ブ
の

基
盤
で
あ
る
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
の
仲
間
づ
く
り

活
動
な
ど
を
積
極
的
に

支
援
す
る
と
も
に
、
女

性
部
会
、
広
報
部
会
を

は
じ
め
各
部
会
の
活
動

を
通
じ
て
人
材
の
育
成

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
組
織
全
体
の
活
性
化

を
図
り
、
会
員
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
ま

す
。老

人
ク
ラ
ブ
の
柱
で

あ
る
健
康
づ
く
り
活
動

は
、
今
年
度
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
・

ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開
催

す
る
ほ
か
、「
高
齢
者
の

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事

業
」
を
助
成
事
業
と
し

て
継
続
実
施
す
る
な

ど
、
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
を
一
層
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
発
展
の
核
と

な
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
つ
い
て
、
今
年
度
も

各
種
リ
ー
ダ
ー
養
成
を

推
進
し
、
引
き
続
き
、

幅
広
い
分
野
の
人
材
育

成
を
目
指
し
た
リ
ー
ダ

ー
養
成
に
力
を
注
ぐ
と

と
も
に
、
依
然
と
し
て

被
害
が
減
ら
な
い
特
殊

詐
欺
な
ど
高
齢
消
費
者

被
害
防
止
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
予
算
理
事
会
が
３
月
３
日
（
火
）
市
立
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
会
は
冒
頭
、
生
島
一
夫
総
務
部
会
長
か
ら
理
事
の
出
席
数
が
定
款
３１
条

に
定
め
る
成
立
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
の
報
告
が
あ
り
、
引
き
続
い
て
野
口
一
郎
理
事
長
の

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
議
事
録
署
名
人
及
び
議
長
の
選
出
を
行
い
、
吉
江
潤
二
理
事
・
森
尾
隆
一
理
事
が
議
事

録
署
名
人
に
選
出
さ
れ
、
議
長
に
は
野
口
理
事
長
が
指
名
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

「
令
和
２
年
度
事
業
方
針
（
案
）
」
「
令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
」
に
つ
い
て
は
籔
本
冬
樹
事

務
局
長
か
ら
、「
令
和
２
年
度
収
支
予
算
（
案
）」
に
つ
い
て
は
�
田
眞
久
総
務
課
長
か
ら
説
明
し

た
の
ち
審
議
に
入
り
、
事
業
方
針
、
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算
は
と
も
に
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
議
案
と
し
て
国
の
働
き
方
改
革
等
に
伴
う
職
員
就
業
規
則
の
改
正
案
な
ど
３

議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

�

心
と
か
ら
だ
の
健

康
づ
く
り
を
す
す
め
る

１
「
健
康
を
す
す
め

る
運
動
」
の
推
進

２
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

�

高
齢
者
が
相
互
に

支
援
す
る
友
愛
活
動
を

す
す
め
る

１
在
宅
福
祉
を
支
え

る
友
愛
活
動
の
推
進

２
転
入
者
を
あ
た
た

か
く
迎
え
る
運
動
の
実

施
３
災
害
時
支
援
の
取

り
組
み

�

「
き
れ
い
な
地
球

を
こ
ど
も
た
ち
へ
」
環

境
へ
の
取
り
組
み
を
す

す
め
る

１
全
国
一
斉
「
社
会

奉
仕
の
日
」
（
９
月
２０

日
）
の
取
り
組
み

２
環
境
美
化
・
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
の
取
り
組

み�

生
活
と
地
域
を
豊

か
に
す
る
楽
し
い
ク
ラ

ブ
活
動
を
広
げ
る

１
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
と
サ
ー
ク
ル
活

動
の
支
援

２
地
域
文
化
の
保
存

・
伝
承
活
動
と
世
代
間

交
流
・
次
世
代
育
成
支

援
活
動
の
推
進

３
協
賛
事
業
の
実
施

４
「
老
人
の
日
・
老

人
週
間
」
の
取
り
組
み

（
９
月
１５
日
〜
２１
日
）

�

は
つ
ら
つ
と
し
た

ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
す
す

め
る

１
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
の
育
成

２
研
修
会
の
実
施

３
研
修
会
へ
の
参
加

４
安
全
対
策
運
動
の

組
織
的
取
り
組
み

５
高
齢
消
費
者
被
害

防
止
の
取
り
組
み

６
関
係
団
体
・
関
係

機
関
と
の
連
携
、
協
力

７
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
情
報
の
収
集
と
内
外

へ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

８
老
人
ク
ラ
ブ
や
高

齢
者
に
関
す
る
調
査
活

動�

ク
ラ
ブ
発
展
の
基

盤
強
化
を
す
す
め
る

１「
高
齢
者
の
世
紀
」

を
担
う
会
員
の
加
入
促

進
運
動
の
推
進

２
大
阪
市
老
連
の
運

営
・
組
織
強
化

３
事
務
局
体
制
の
組

織
強
化

４
老
人
ク
ラ
ブ
組
織

の
基
盤
整
備

◆グラウンド・ゴルフ大会 ６月９日 延期
大阪城公園太陽の広場

◆大阪市高齢者福祉大会 ９月９日 大阪国際交流センター
◆高齢者の主張発表 広報紙「大老連だより」９月号に掲載
◆供養塔法要 ９月下旬 高野山奥の院
◆ペタンク大会 １１月上旬 大阪城公園太陽の広場
◆老人クラブ指導者・女性部指導者合同研修会

１月中旬 大阪市中央公会堂
◆友愛募金運動推進事業 カラオケ大会

１月下旬 未定
◆健康づくり推進リーダー養成講座

１０月～２月の間に開催（８回）
◆シルバー教養講座

年４回開催（開催日時等は「大老連だより」に掲載）

令和２年度大老連予算書
【収入の部】 （単価：千円）

備考
・会費

・広告収入
・大阪市の委託料
・法要参加費 等

・大老連、区老連、単位老人クラブの
補助金

・近畿ブロック研修会経費等

・友愛募金 等

・事業会計等への繰入金

【支出の部】 （単価：千円）

備考

・指導者研修等の事業費
・各種スポーツ大会の開催経費
・高齢者福祉大会等の分担金
・広報紙作成にかかる印刷等経費
・各区老連への輸送費 等
・区老連、単位老人クラブの補助金
・職員及び各区の嘱託職員の人件費
・租税公課
・事務費 等

・事務所の賃借料及び光熱水費
事務費 等

・事業会計等への繰出金

収入計―支出計

予算額
１６，２７１

９８，３５２

７６，３９６

６３６

２，２５０

４７５

１０，９１４

２０５，２９４

予算額

１８３，８０７

１４，３６２

１０，９１４

２０９，０８３

△３，７８９

科目
会費収入

事業費収入

補助金収入

負担金収入

寄付金収入

雑収入

繰入金収入

収入計

科目

事業費

管理費

繰出金

支出計

【収支差額】

当期収支差額

昭和３３年９月１９日第三種郵便物認可
〒５４３―００２１
大阪市天王寺区東高津町１２―１０

大阪市立社会福祉センター３階

発行所
一般社団法人

大阪市老人クラブ連合会
電 話 事務局０６（４３０４）８５５５

編集室０６（４３０４）８５５６

ＦＡＸ ０６（４３０４）８５５７

大
老
連
予
算
理
事
会
を
開
催

令和２年度 大阪市老人クラブ連合会

令和２年 ５月号
第７３５号 隔月１日発行

令和２年（２０２０年）５月１日

定価３０円（送料別） 年間購読料６００円（送料共）

購読お申し込みは、	大老連だより
編集室にご連絡ください。

熱心に事業計画・予算を審議する大老連理事

健健康康・・友友愛愛・・奉奉仕仕ををめめざざししてて
市内全会員に配布

大大
阪阪
市市
のの
高高
齢齢
者者
施施
策策
にに
つつ
いい
てて

全国３大運動

大
阪
市
福
祉
局
高
齢
者
施
策
部

高
齢
福
祉
課
長

新
原

雅
佳

大
老
連

令
和
２
年
度
の
主
な
事
業
予
定

事事
業業
計計
画画

（
概
要
）

事事
業業
方方
針針

（
概
要
）


